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射され、このとき nfsmθ之内となる。 スネルの法則nfsinO = no sinO'および実効
屈折率N= nf sinOを用いて(2.1.1)式と (2.1.2)式を書き換えると
R~" = ~nj-N2-iJN2-d 
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導波モードが励起される。 頂角 αのプリズムへの入射角を@、光の波長を λと
すると、プリズム内での導波路に沿った方向の伝搬定数ルは







凡 =Jnp2-no2sm2qmsmα+no COSαsinB;m (2.1.10) 
となり、入射角 Ounでプリズムに入射した光は実効屈折率 Nmの導波モードになる
ことがわかる。 この θ聞が測定できればm番目のモードの実効屈折率Nmがわか
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2ー メトキシエタノール 10-20%)で薄めて使用する。 このシンナーは色素エオシン
Yを溶解しないためあらかじめエオシン Yを2-メトキシエタノールで溶かした溶
液をクリヤーおよびシンナーに混合して溶液を作成した。 これらの混合比は色素





















水銀 g 435.8nm 1.5264 1.4795 
水銀 e 546.lnm 1.5190 1.4734 
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研究で用いた方法では一度に複数の mー ラインを励起することができ、 2つ以上の
モードの出射角と次数が測定できれば(2.1.10)式および(2.1.6)式と (2.1.7)式を用い
ることにより薄膜の屈折率と膜厚を測定することができる。 角度の最小読み取り
単位は 1'であり、数値計算の結果から l'の角度読み取り誤差は屈折率で 1.0x10-4、
膜厚で3.8xlO・3凶 1に相当することがわかった。 この測定は波長450nmから 650nm

















と最小値をエラーバーとしてグラフに描いた。 本研究では EYIP~仏1A薄膜では 3
本から 8本の、 EY/APA薄膜では2本から 5本の mー ラインが観測された。
この方法で得られた EYIP陥仏薄膜と EY/APA薄膜の屈折率の波長分散特性を
それぞれ図 2.3.3と図 2.3.4に比較のために作成した P~⑪V1A薄膜と APA 薄膜の屈
折率の波長分散特性を図 2.3.5と図 2.3.6に示す。 膜厚の値は EYIPMMA薄膜で
8.78μm .9 .46 J.UD.、 PMMA薄膜で8.53J.UD....8.62J.UD.、 EY/APA薄膜で2.88J.UD....2.95J.UD.、
APA薄膜で 2.43凶1-2.45μmとなったが、波長 650nmで測定した膜厚はそれぞれ





































• • • • • • • • • • 
• • • • • • • • 
• • • • • • 
• • • • • • 
• • • • • 
• • • • 
• • 



































































































































数の波長分散特性が得られた。 EYIP~仏，fA薄膜と EYIAJ>A 薄膜の吸収係数の波長




なる。 その結果 EYIAJ>A薄膜の吸収係数のピーク値は EYIP恥仏仏薄膜の約 3倍
の値になっている。 しかし、基板と薄膜の屈折率差が大きくなったことで薄膜内
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a λ'fλL. λ， 2} (2.5.11) 





となり λ=んで積分は発散し、計算が困難になる。 そこでマクローリンの公式 18)




が得られる。 ここで、玄はiが偶数ならばj=l，3， 5，…， ;-1，什1，…となり、 iが奇
j 
数ならば j=2，4， 6，・・， ;-1，什1，・・・となり、特異点を考慮することができる。
(2.5.13) 式に~2.4節の吸収係数の波長分散特性から得られた1((λ)を代入すること
でn(λ)-1が得られ、これをP陥仏およびAPAを用いた薄膜それぞれ関して図2.5.1
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のため励起状態からの吸収 4)は無視して、図 3.1.1のような 3準位で表わす。 基
底 1重項準位1にある色素分子に準位1-2間のエネルギー差に相当する周波数を持











で表わされるo 'Jを蛍光寿命、 rを燐光寿命とし、 yを項間交差の遷移率とし、 y
と1/がま1/τとWよりも十分大きいとする 5)(高速3準位系) 0 
i番目のエネルギー準位の分布密度をPIとすると、分布密度のレート方程式 3)は
ム=-W(PI -P2)+ P2/Tf + P3/T 
九=W(PI一P2)-p2(r + 1fTf ) (3.1.2) 




51+W2+げ 1ム wq(2+ r) 























PI=1. TIT' P2信 O， 1=I， 





















t_ = --' 











































n(r，z，t) =町+雲剣山) (3.2.1) 
となり、 dn/dTは屈折率の温度係数である。 熱の対流を無視すると、温度上昇は
熱拡散方程式ηによって表わすことができる。
土利)-Q(r，z，t) 1 1 O r相)1， tf(訂)一一一一 +一一Ir一一一1+一一一 (3.2.2) 
pCp み k . r or I . or l' oz2 
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RGl RG2 RG3 RG4 
色素分散量 [mg] 9.9 6.6 6.6 3.3 
PVA含有量 [g] 6.0 6.0 6.0 6.0 
DMSO量[mI] 30 30 30 30 
色素濃度 [mo問 9.5xl0・2 6.3xl0-2 6.3xl0・2 3.2xl0-2 
滴下量 [mI] 2.0 2.0 3.0 3.0 
膜厚[凶1] 135 135 137 137 




















分子量 479.02 879.86 691.86 
色素分散量 [mg] 9.9 6.6 6.6 
PVA含有量 [g] 6.0 6.0 6.0 
DMSO量[ml] 30 30 30 
色素濃度 [mo叫 9.5xlO.2 3.4xlO・2 4.4xl0.2 
滴下量 [ml] 2.0 2.0 3.0 
膜厚 [μm] 135 135 137 
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図3ふ3 RGIPVA薄膜の熱的な効果による屈折率変化の時定数の変化
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を用いて得られた時定数(t~3.3 [ms] at z=舟[mm]、 tr~3.7[ms] at z=士10[mm]、 tr 
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ターを用いて 1W/cm2のポンプ光を一回当たり 16.7ms照射した。 図中の曲線はポ











命すが増加すると飽和強度 Isが減少する。 入射ポンプ光強度んは一定なので Is
が減少すると、 (3.1.13)式から得られる結果として、プロープ光の定常状態の透過









(M1，M2 :反射鏡、 BS1，BS2:ビームスプリッター、 P1---P4:偏光子、



























e a. pump on o仔
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Time [ms] 











































1/， = 1/'r+ 1/τ~ (4ユ1)
図4ユ4はずが増加するとともに相対的な燐光強度が増加することを示している。
tをポンプ光が遮断されたときからの時間とする。 簡単のため燐光のスベクトル
特性を無視すると燐光パワーPバのは遷移率 1/τ と図 3.1.1の励起三重項準位3の分
布密度mと燐光の量子収率Qの積に比例する。






R{O) = 1 ~~T~_'~ = 1 .~__ Q (4.2.3) 
I+Wq， 'r I+Wq， 
Qを除いた残りの項は Tの増加とともに単調減少する。 したがって、図 4ユ4で
見られるような、 Tの増加に伴う燐光強度の増加を説明するためには、燐光の量子



































































の変化。 ポンプ光強度は 1W/cm2(・)、 2W/Cln2(・)、 4W/cm2(・)
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